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監修 国試過去問題
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ポイントを総ざらい！
練習問題

実践で腕試し！
国試過去問題

重要知識をおさえる！
穴埋めワーク
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食事と栄養
▶ ヒトが体外から摂取する物質に含まれる成分のうち、糖質、脂質、〔❶　　　　　　　　〕を三大栄養素、
これに〔❷　　　　　　　〕、ミネラルを合わせたものを五大栄養素という。代謝によりエネルギーを
生成するのは〔❸　三大　・　五大　〕栄養素である。

▶ 糖質はからだの主要なエネルギー源で、体内では血液中に〔❹　　　　　〕として存在する。肝臓と筋肉
では〔❺　　　　　　　　　〕になり、過剰な分は脂肪組織に中性脂肪（トリグリセリド）として貯蔵さ
れている。

▶ 人は摂取した食品の 100％を〔❻　　　　　　　〕し、利用することはできない。食品から得られるエネ
ルギー量を求めるために、摂取した栄養素の〔❻〕率と体内で利用されず損失したエネルギーを考慮した
〔❼　　　　　　　　　　〕の係数が汎用されている。
▶ 栄養素１gを摂取したときに、糖質とたんぱく質は〔❽　　　　〕kcal、脂質は〔❾　　　　〕kcal のエ
ネルギーを生成するので、脂質は効率のよい貯蔵エネルギーであるといえる。

基礎代謝
▶ 人は成長・発育、体内での代謝および身体活動のために、常にエネルギーを消費している。その基準に

なるのが〔10　　　　　　　〕量で、身体的・精神的に安静な状態で生命維持に必要な最小限のエネルギ
ー量を指す。〔10〕量は〔11　　　　　〕期に最も多く、加齢とともに少しずつ低下していく。

▶ 身体活動時にはエネルギー消費量は増える。その増加量である活動に必要なエネルギー量、すなわち活

動代謝量を〔10〕量で割ったものを〔12　　　　　　　　　　　〕（RMR；relative metabolic rate）と
いい、活動強度の指標となる。

▶ 身体活動時の全エネルギー消費量を〔10〕量で割ったものを〔13　　　　　　〕（METs；metabolic 
equivalents）といい、身体活動強度を表す。

▶ 健康な体重を維持するために摂取する必要がある 1日の〔14　　　　　　　　　　　　　〕は、成人では
〔10〕量×身体活動レベルで求められる。「日本人の食事摂取基準」では、性別・年齢別に、身体活動レ
ベルに応じて示している。

解答：1
基礎代謝量は青年期に最も多く、加齢とともに少
しずつ低下していく。

解答：２
三大栄養素それぞれが体内で代謝されたときに生
じるエネルギー量は、１ｇ当たり脂質９kcal、糖
質４kcal、たんぱく質４kcal である。

１．４kcal

２．９kcal

３．14kcal

４．19kcal

 （98回午後１）

2 脂質1gが体内で代謝されたときに
生じるエネルギー量はどれか。

１．青年期

２．壮年期

３．向老期

４．老年期

 （106回午後８）

1 基礎代謝量が最も多い時期はどれか。

表　参照体重における基礎代謝量
性別 男性 女性

年齢 基礎代謝基準値
（kcal/kg 体重 /日）

参照体重
（kg）

基礎代謝量
（kcal/ 日）

基礎代謝基準値
（kcal/kg体重 /日）

参照体重
（kg）

基礎代謝量
（kcal/ 日）

１～２（歳） 61.0 11.5   700 59.7 11.0   660

３～５（歳） 54.8 16.5   900 52.2 16.1   840

６～７（歳） 44.3 22.2   980 41.9 21.9   920

８～９（歳） 40.8 28.0 1,140 38.3 27.4 1,050

10～11（歳） 37.4 35.6 1,330 34.8 36.3 1,260

12～14（歳） 31.0 49.0 1,520 29.6 47.5 1,410

15～17（歳） 27.0 59.7 1,610 25.3 51.9 1,310

18～29（歳） 24.0 63.2 1,520 22.1 50.0 1,110

30～49（歳） 22.3 68.5 1,530 21.7 53.1 1,150

50～69（歳） 21.5 65.3 1,400 20.7 53.0 1,110

70 以上（歳） 21.5 60.0 1,290 20.7 49.5 1,020
（出典／厚生労働省：「日本人の食事摂取基準（2015年版）策定検討会」報告書）

食事と栄養、基礎代謝

栄養生化学

学習日：　　　　月　　　　日

1

❶たんぱく質　❷ビタミン　❸三大　❹血糖　❺グリコーゲン　❻消化吸収　❼アトウォーター　❽４　❾９　10基礎代謝
11青年　12エネルギー代謝率　13メッツ　14推定エネルギー必要量
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解答：2

解 説
１：×　�２：○� 酵素は

化学反応を触媒する機能
たんぱく質で

ある。

３：×� �１つの酵素は１つ
の化学物質（基質）にしか

反応しない。

これを基質特異性という。

４：×� �酵素は活性する
ために最もはたらきやす

い温度（体温

付近）があり、それより低
くなると反応速度は遅くな

る。

一方、温度が高くなると
反応速度も早くなるが、

酵素

はたんぱく質なので、45
℃以上になると次第に熱

変性

を起こし、はたらかなくな
る。

１．�多くの酵素は脂質でで
きている。

２．酵素は化学反応の触
媒としては

たらく。

３．１つの酵素は様々な
反応を触媒

する。

４．酵素反応は温度の上
昇に比例し

て反応速度は早くなる。

酵素について正しいのは
どれか。

2

解答：4

解 説
100g 中のたんぱく質、糖

質、脂肪の含有量はそれ
ぞれ、20g、

20g、30g となる。１g
当たりの栄養素が生成す

るエネルギー

量はたんぱく質と糖質は
４kcal、脂肪は９kcal で

あるから、全

体は（４kcal × 20g）＋（
４kcal × 20g）＋（９kca

l × 30g）の

計算式で求められる。
１．280kcal

２．330kcal

３．380kcal

４．430kcal

５．480kcal

20%がたんぱく質、20%
が糖質、

30%が脂肪の食品を10
0g食べた

とする。
何kcalを摂取したことに

なるか。

1

解答：4

解 説
１：×� �１g 当たりのエ

ネルギー量は、糖質とた
んぱく質が４

kcal、脂質は９kcal であ
る。

２：×� �食物から摂取し
なければならない必須脂

肪酸は不飽和

脂肪酸である。

３：×� �コレステロール
は食事からの摂取量より

体内での生成

量のほうがはるかに多く
、健康であれば摂取量が

増え

てもその分体内での生成
量が抑えられる。日本人

の食

事摂取基準では 2015 年
版から摂取上限量が撤廃

され

た。

４：○� �飢餓状態や糖尿
病患者のように、グルコ

ースの利用が

低下するとケトン体が生成
される。

５：×� �肝臓で合成され
た脂質はVLDL（超低比

重リポたんぱ

く質）として運ばれる。

１．脂質は糖質、たんぱ
く質と比べ

１g当たりのエネルギー
量が少

ない。

２．飽和脂肪酸は食物か
ら摂取しな

ければならない。

３．血中コレステロール
が増えない

ように、健常人でも卵は
１日２

個以上食べてはいけない
。

４．絶食すると代謝産物
としてケト

ン体が多くつくられる。

５．肝臓で合成された脂
質はカイロ

ミクロンとして運ばれる
。

脂質とその代謝について

正しいのはどれか。3

解答：4

解 説
１：×� �カルシウムは骨

や歯の主成分であり、筋
肉の収縮に必

要ではあるが、主成分では
ない。

２：×� ナトリウムは細胞
外液の主要な陽イオンであ

る。

３：×� カリウムは細胞内
液の主要な陽イオンである

。

４：○� �ヨウ素は甲状腺
ホルモンの構成成分であ

る。欠乏する

と甲状腺機能低下症などに
なる。

５：×� �鉄は赤血球内の
ヘモグロビンの構成成分

なので、酸素

の運搬にかかわる。

１．カルシウム―筋肉の
主成分

２．ナトリウム―�細胞内
液の主要な

陽イオン

３．カリウム―�細胞外液
の主要な陽

イオン

４．ヨウ素―甲状腺ホル
モンの成分

５．鉄―ホルモンの運搬

無機質について、

正しい組合せはどれか。4
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穴埋めドリルで学習した内容をもと
に、実際の国試過去問題を解いてみま
しょう。一見開きにつき約２問、全体
では 100 問以上の過去問題を掲載して
いるので、一冊解き終える頃には各科
目をしっかりマスターできます！

各科目の重要知識を書き込み式の穴埋めドリルで学習します。国試頻出内容がまと
まっており、無理なく知識の定着を図ることができます。

さらに理解を深めたい人は、巻末
の練習問題を解いてみましょ
う！ 各科目のポイントを一気に
おさらいできます。
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細
胞
・
組
織

1
第

章

第1章 細胞・組織

●人間のからだには細
さい

胞
ぼう

、組
そ

織
しき

、器
き

官
かん

、器官系
けい

といった、様々なレベルでと
らえられる構造がありますが、これらは人間の社会のしくみにたとえて考
えることができます。

●病院ではたらく人（細胞）のうち、看護師は看護部、医師は診療部、事務
員は事務部というように、同じ仕事をする人どうしが集まり組織（組織）
をつくります。これらの組織が集まり病院という機関（器官）が機能しま
す。病院は診療所、老人ホーム、保健所などとともに医療・福祉の産業（器官系）を分担しています。

●医療福祉（器官系）は、農業、建設業、製造業、情報通信業、運輸業、サービス業など様々な産業（器官
系）と協調しながら、人間の社会生活（個体）を支えています。

Introduction
人間のからだは小さな社会

けられる。

■ 無機物質　※炭素（C）を含まないもの。一酸化炭素（CO）や二酸化炭素（CO2）を除く

●水（体
たい

液
えき

、H2O）：最も多い成分。体重の1　　　　％を占める。

・細胞内液：細胞の中にある水分。カリウムイオン（K+）を多く含む。

・細胞外液：間
かん

質
しつ

液、血
けっ

漿
しょう

など細胞の外にある水分。ナトリウムイオン

（Na+）を多く含む。

●無機質（主要なもの）

・2　　　　　　　　は骨や歯の構成成分。筋
きん

収
しゅう

縮
しゅく

や血液凝
ぎょう

固
こ

にも必要

・3　　　　　は核酸やATPの一部の構成要素

・4　　　　　　は細胞内液、5　　　　　　　は細胞外液の主要な陽
よう

イ

オンとなる

・6　　　　はヘモグロビン、7　　　　　は甲
こう

状
じょう

腺
せん

ホルモンの構成要素

■  有機化合物　※炭素を含むもの。糖
とう

質
しつ

、脂
し

質
しつ

、たんぱく質、核
かく

酸
さん

など

糖質（炭水化物）
●体内に貯蔵されるが、ほとんどはエネルギー源として使用される。

①単
たん

糖
とう

類：糖質の最小単位

②二
に

糖
とう

類：２個の単糖が結合したもの

③多
た

糖
とう

類：たくさんの単糖類が結合した貯蔵型の糖質

脂質
●エネルギー源や身体の構成成分となる。

①中性脂肪あるいは16　　　　　　　　　　＝グリセロール＋脂肪酸×３

主要な貯蔵エネルギー。

②リン脂質：17　　　　　　の主成分、神経組織に豊富に存在

③コレステロール：胆
たん

汁
じゅう

酸
さん

、ビタミンＤ、ステロイドホルモンの材料となる。

〈例〉 8　　　　　　　　（＝ブドウ糖、フルクトース、ガラクトース)
リボース、デオキシリボース：RNA、DNAの構成要素

〈例〉 9　　　　　　　　（＝ショ糖） ：甘味料である砂糖の主成分
10　　　　　　　　（＝乳糖）　 ：母乳の糖質の主成分
11　　　　　　　　（＝麦

ばく

芽
が

糖） ：デンプンの途中分解産物

〈例〉 12　　　　　　　　　：13　　　　　、14　　　　　に存在。
15　　　　　　　：植物の貯蔵型の多糖

Memo

■ 細胞の代謝を支える器官系の協力（図）
●人体はいくつかの器官系から構成されており、それぞ

れの機能を分担し協力しあうことで、生命活動が維持

されている。

・外皮系：外部環境から身体全体を保護する

・呼吸器系：血液に酸素（O2）を供給し、二酸化炭

素（CO2）を血液から除去する

・消化器系：栄養素を血液に供給する

・泌尿器系：代
たい

謝
しゃ

産物を血液から除去する

・循環器系：血液成分を運
うん

搬
ぱん

する 

・神経系と内分泌系：各器官系が協力しやすいように

はたらきを調節する（図には記載なし）

●細胞は、間
かん

質
しつ

液を介して、血液から酸素と栄養素を取

り込み、それを細胞内で利用してエネルギーを生成し

（代謝）、その際に生じた二酸化炭素などの代謝産物

は血液に出している。

■ 生体の化学成分
●生

せい

体
たい

を構成する化合物は、無
む

機
き

物質と有
ゆう

機
き

化合物に分

人体のつくり① 学習日：　　月　　日

二糖類の英語を覚
えておくと、分解酵
素の名前が簡単に
覚えられるよ

   図　単糖のかたち   

グルコース

フルクトース

ガラクトース

※中性脂肪の構造を炭素骨格だけで表示

   図　中性脂肪の構造   

外皮系

呼吸器系
消化器系
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代謝：C6H12＋6O2 ⇒ 6H2O＋6CO2＋エネルギー
（グルコース）

代謝産物

   図　細胞の代謝と器官系の協力   
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と主なイオン
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最も苦手とする人が多い科目、解剖生理学は５月増刊
号でしっかりマスターしましょう！ 各器官系統の重要
事項をわかりやすい図と穴埋めワーク、○×問題で総
ざらいできます。

一部の図は塗り絵になっているから、
自分の好きな色で塗ることができるよ。
ページ右部の MEMO 欄を活用しなが
ら、自分だけの解剖生理学オリジナル
ノートを完成させよう！

自分でつくる　
解剖生理ポイントノート
2019年５月臨時増刊号
Vol.40 No.6 通巻 531号　
本体 120頁 +ふろく別冊解答８頁／
定価（本体 1,500円＋税）

終了項目をスパッと破
ることができるメモで
す。「やらなければいけ
ないこと」などを書き
入れて、終了したら項
目にペンを刺し、横に
スライドさせビリビリ
っと破くことでチェッ
クができます。ToDo リストや、学校の課題・提出物チェック
などに最適ですし、破くことで達成感や爽快感も感じられます。

使い終わったふせんを
すぐに捨てられないと
きに役立つ、ふせんの
ごみ箱です。ノートや
ファイルなどに貼り、
ツマミを引き上げて、
台紙の内側に使い終わ
ったふせんを入れて片
付けることができます。また、お気に入りのふせんメモなど
のちょっとした収納としても使えます。

※全９柄のなかから、ピンクドットをプレゼントします ※全４柄のなかからチェックをプレゼントします

解剖生理学の勉
強は2019年５月増刊号で！

※巻末のはがき、もしくははがきの表にあるQRコードからご応募ください。

２つをセットにして５名様にプレゼント！
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食事と栄養
▶ ヒトが体外から摂取する物質に含まれる成分のうち、糖質、脂質、〔❶　　　　　　　　〕を三大栄養素、

これに〔❷　　　　　　　〕、ミネラルを合わせたものを五大栄養素という。代謝によりエネルギーを

生成するのは〔❸　三大　・　五大　〕栄養素である。

▶ 糖質はからだの主要なエネルギー源で、体内では血液中に〔❹　　　　　〕として存在する。肝臓と筋肉

では〔❺　　　　　　　　　〕になり、過剰な分は脂肪組織に中性脂肪（トリグリセリド）として貯蔵さ

れている。

▶ 人は摂取した食品の 100％を〔❻　　　　　　　〕し、利用することはできない。食品から得られるエネ

ルギー量を求めるために、摂取した栄養素の〔❻〕率と体内で利用されず損失したエネルギーを考慮した

〔❼　　　　　　　　　　〕の係数が汎用されている。

▶ 栄養素１g を摂取したときに、糖質とたんぱく質は〔❽　　　　〕kcal、脂質は〔❾　　　　〕kcal のエ

ネルギーを生成するので、脂質は効率のよい貯蔵エネルギーであるといえる。

基礎代謝
▶ 人は成長・発育、体内での代謝および身体活動のために、常にエネルギーを消費している。その基準に

なるのが〔❿　　　　　　　〕量で、身体的・精神的に安静な状態で生命維持に必要な最小限のエネルギ

ー量を指す。〔❿〕量は〔⓫　　　　　〕期に最も多く、加齢とともに少しずつ低下していく。

▶ 身体活動時にはエネルギー消費量は増える。その増加量である活動に必要なエネルギー量、すなわち活

動代謝量を〔❿〕量で割ったものを〔⓬　　　　　　　　　　　〕（RMR；relative metabolic rate）と

いい、活動強度の指標となる。

▶ 身体活動時の全エネルギー消費量を〔❿〕量で割ったものを〔⓭　　　　　　〕（METs；metabolic 

equivalents）といい、身体活動強度を表す。

▶ 健康な体重を維持するために摂取する必要がある 1 日の〔⓮　　　　　　　　　　　　　〕は、成人では

〔❿〕量×身体活動レベルで求められる。「日本人の食事摂取基準」では、性別・年齢別に、身体活動レ

ベルに応じて示している。

食事と栄養、基礎代謝

栄養生化学

学習日：　　　　月　　　　日

1
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解答：1
基礎代謝量は青年期に最も多く、加齢とともに少
しずつ低下していく。

解答：２
三大栄養素それぞれが体内で代謝されたときに生
じるエネルギー量は、１ｇ当たり脂質９kcal、糖
質４kcal、たんぱく質４kcal である。

１．４kcal

２．９kcal

３．14kcal

４．19kcal

 （98回午後１）

2 脂質1gが体内で代謝されたときに
生じるエネルギー量はどれか。

１．青年期

２．壮年期

３．向老期

４．老年期

� （106回午後８）

1 基礎代謝量が最も多い時期はどれか。

表　参照体重における基礎代謝量
性別 男性 女性

年齢 基礎代謝基準値
（kcal/kg 体重 / 日）

参照体重
（kg）

基礎代謝量
（kcal/ 日）

基礎代謝基準値
（kcal/kg 体重 / 日）

参照体重 
（kg）

基礎代謝量
（kcal/ 日）

１～２（歳） 61.0 11.5   700 59.7 11.0   660

３～５（歳） 54.8 16.5   900 52.2 16.1   840

６～７（歳） 44.3 22.2   980 41.9 21.9   920

８～９（歳） 40.8 28.0 1,140 38.3 27.4 1,050

10～11（歳） 37.4 35.6 1,330 34.8 36.3 1,260

12～14（歳） 31.0 49.0 1,520 29.6 47.5 1,410

15～17（歳） 27.0 59.7 1,610 25.3 51.9 1,310

18～29（歳） 24.0 63.2 1,520 22.1 50.0 1,110

30～49（歳） 22.3 68.5 1,530 21.7 53.1 1,150

50～69（歳） 21.5 65.3 1,400 20.7 53.0 1,110

70 以上（歳） 21.5 60.0 1,290 20.7 49.5 1,020
（出典／厚生労働省：「日本人の食事摂取基準（2015 年版）策定検討会」報告書）

❶たんぱく質　❷ビタミン　❸三大　❹血糖　❺グリコーゲン　❻消化吸収　❼アトウォーター　❽４　❾９　❿基礎代謝
⓫青年　⓬エネルギー代謝率　⓭メッツ　⓮推定エネルギー必要量
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日本人の食事摂取基準（2015年版）
▶ 厚生労働省は、健康の保持・増進、〔❶　　　　　　　　〕の予防を目的として 1 日の栄養所要量を算出

し、〔❷　　　　〕年ごとに改定している。第 6 次改定（2000（平成 12）年 4 月から適用）からは、

過剰摂取による健康障害を予防するために〔❸　　　　　　　　〕を設定し、これらを総称して〔❹　　

　　　　　　　〕とした。

▶ 食事摂取基準では、身体活動レベルについて、低い（Ⅰ）〔❺　　　　〕（1.4 ～ 1.6）、ふつう（Ⅱ） 

〔❻　　　　〕（1.6 ～ 1.9）、高い（Ⅲ）〔❼　　　　〕（1.9 ～ 2.2）の３つが設定されている。

▶〔❶〕の予防とともに〔❽　　　　　　〕の予防が加えられ、エネルギー収支バランスの指標として、成

人（18 歳以上）では体格指数である〔❾　　　　　　〕(body mass index) が採用された。また、 

〔❿　　　　　　〕の予防の観点から、ナトリウム（食塩相当量）の目標量は、成人で男性は〔⓫　　　　〕
g/ 日未満、女性は〔⓬　　　　〕g/ 日未満と、2010 年版よりさらに低く設定された。

エネルギー・栄養素の摂取基準
▶ エネルギー収支バランスは、エネルギーの〔⓭　　　　　　〕－消費量として定義され、〔⓭〕および消費

量のバランスの維持を示す値として〔❾〕が採用されている。〔⓮　　　　　〕÷〔⓯　　　　　〕2 で求

められ、目標とされる範囲は〔⓰　　　　〕以上〔⓱　　　　〕未満である。

▶ 脂質の食事摂取基準（脂肪エネルギー比率、％エネルギー）の目標量は、男女ともに 20 ～ 30％に設定

されている。摂取量は低めに抑えることが好ましいとされてきた〔⓲　　　　　　　　　　〕の目標量（上

限量）の算定が十分な科学的根拠が得られず控えられた一方、過剰摂取により体内に蓄積しやすい 

〔⓳　　　　　　〕ビタミン（ビタミン K を除く）には〔❸〕が設定されている。

表　身体活動レベル別にみた活動内容と活動時間の代表例

身体活動レベル＊１
低い（Ⅰ） ふつう（Ⅱ） 高い（Ⅲ）

1.50（1.40 ～ 1.60） 1.75（1.60 ～ 1.90） 2.00（1.90 ～ 2.20）

日常生活の内容＊２

生活の大部分が座位
で、静的な活動が中
心の場合

座位中心の仕事だが、職場内
での移動や立位での作業・接
客など、あるいは通勤・買い
物・家事・軽いスポーツなど
のいずれかを含む場合

移動や立位の多い仕事への従
事者、あるいは、スポーツな
ど余暇における活発な運動習
慣をもっている場合

中程度の強度（3.0～5.9メッ
ツ）の身体活動の１日当たり
の合計時間（時間 / 日）＊３

1.65 2.06 2.53

仕事での１日当たりの合計
歩行時間（時間 / 日）＊３ 0.25 0.54 1.00

＊１　代表値。（　）内はおよその範囲。
＊２　 Black，et al.,Ishikawa-Takata，et al．を参考に，身体活動レベル（PAL）に及ぼす職業の影響が大きいこ

とを考慮して作成。
＊３　Ishikawa-Takata，et al．による。

（出典／厚生労働省：「日本人の食事摂取基準（2015 年版）策定検討会」報告書）

栄養所要量 学習日：　　　　月　　　　日
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▶ 炭水化物の食事摂取基準（％エネルギー）は男女ともに 50 ～ 65％に設定されているが、摂取量の低下

と心筋梗塞による死亡率の上昇が関連しているとされる〔⓴　　　　　　　〕は、成人男性は〔�　　　

　〕g/ 日以上、女性は〔�　　　　〕g/ 日以上を目標量としている。

解答：1、5
耐容上限量とは、その量を超えて摂取すると健康
障害をもたらす危険がある量である。「日本人の
食事摂取基準（2015 年版）」でそれが示されて
いるビタミンは、脂溶性ではA、D、E、水溶性
ではナイアシン、ビタミン B6、葉酸である。食
事摂取基準を知らなくても、水溶性ビタミンは尿
中に排泄されやすいが脂溶性ビタミンは体内に蓄
積され過剰症を起こしやすいことを考え、脂溶性
のビタミンAとDを選べば正解が導ける。

解答：1
BMI は「体重（kg）÷身長（ｍ）２」で求められる。
目標とされる範囲は 18.5 以上 25未満（普通体
重）で、設問の場合は 85÷ 1.62 ＝ 33.2 のため
肥満となる。

１．ビタミンA

２．ビタミンB1

３．ビタミンB2

４．ビタミンC

５．ビタミンD

 （105回午後81）

1 食事摂取基準に耐容上限量が示さ
れているビタミンはどれか。２つ
選べ。

１．85 ÷（1.6×1.6）

２．（85×0.9）÷（1.6×1.6）

３．（85×85）÷160

４．（85×22）÷（160－110）

 （93回午前92）

2 身長160cm、体重85kgの人の
BMI（体格指数）を算出した。
正しいのはどれか。

❶生活習慣病　❷ 5　❸耐容上限量　❹食事摂取基準　❺ 1.5　❻ 1.75　❼ 2.0　❽重症化　❾ BMI　❿高血圧　⓫ 8.0　
⓬ 7.0　⓭摂取量　⓮体重 (kg)　⓯身長 (m)　⓰ 18.5　⓱ 25　⓲コレステロール　⓳脂溶性　⓴食物繊維　㉑ 20　㉒ 18
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代謝とATP
▶ 代謝において、分子を小さく分解しエネルギーを放出する過程を〔❶　　　　　〕、エネルギーを消費し

て大きい分子を合成する過程を〔❷　　　　　〕という。

▶ ATP の分解の過程で放出されるエネルギーは、たんぱく質の合成といった同化の過程だけでなく筋肉の

収縮、細胞膜を介した物質輸送などのエネルギーを必要とする様々な生命活動に使われるので、エネル

ギーの〔❸　　　　　〕ともよばれる。

▶ 食物から得たエネルギー、たとえばグルコースが二酸化炭素と水に分解される異
い

化
か

の過程で遊離するエ

ネルギーは、ADP にリン酸基を結合させて ATP 合成に使われるだけでなく、大半は熱となるため、 

〔❹　　　　　〕保持に使われている。

酵素とその特徴
▶ 酵

こう
素
そ

は化学反応を起こりやすくする触媒として機能する〔❺　　　　　　　〕である。

▶ 酵素には最もはたらきやすい pH・温度があり、これを〔❻　　　　　〕pH・温度という。したがって、

生命活動を支える代謝を円滑に進めるためには、pH・温度など〔❼　　　　　　　　　　〕を維持する

ことが重要である。

▶ 酵素はある特定の基質にしか反応しない。これを基質〔❽　　　　　　〕という。したがって、１つの酵

素は１つの反応しか触
しょく

媒
ばい

しない。

▶ 酵素の活性化には〔❾　　　　　　〕を必要とするものがあり、そのほとんどはビタミンであるが、

Mg2+、Fe2+、Zn2+、Ca2+ といった〔❿　　　　　〕イオンを必要とする酵素もある。

表　代表的な消化酵素
消化酵素 場所 役割

〔⓫　　　　　　　　〕＊１ 唾液、膵液 でんぷんを分解してマルトースなどにする

ペプシン＊２ 胃液 たんぱく質を分解し、ペプトンなどにする

トリプシン
膵液

たんぱく質を分解し、ポリペプチドにする

〔⓬　　　　　　　〕 脂肪を分解しグリセリンと脂肪酸にする

スクラーゼ、マルターゼ、ラク
ターゼ

小腸刷子縁

スクロース、マルトース、ラクトースを分解しグルコースやフ
ルクトース、ガラクトースにする

アミノペプチダーゼ、オリゴペ
プチダーゼ トリペプチド、ジペプチドを分解し、アミノ酸にする

＊１：�唾液〔⓫〕、膵〔⓫〕のように構造が異なっていても同じはたらきをするものを〔⓭　　　　　　　　　〕とい
う。

＊２：�ペプシンは細胞内でつくられると、中にあるたんぱく質を分解してしまうので、不活性な状態の〔⓮　　　　
　　　　　〕という形で合成され、消化管内に分泌されてから活性型のペプシンになる。

代謝・酵素 学習日：　　　　月　　　　日
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解答：1
１：○　�リパーゼは脂肪を分解し、グリセリンと

脂肪酸にする
２：×　�たんぱく質の分解酵素はペプシンやトリ

プシン、キモトリプシン、アミノペプチ
ターゼなどである。

３：×　�炭水化物の分解酵素は、アミラーゼやス
クラーゼ、マルターゼ、ラクターゼなど
である。

４：×　�ビタミンは消化されず、消化管から吸収
される。

解答：2
１：×　�リパーゼは主に膵液に含まれ、脂肪を分

解してグリセリンと脂肪酸にする
２：○　�トリプシンは膵液に含まれ、たんぱく質

を分解してポリペプチドにする。
３：×　�マルターゼは小腸刷子縁に存在し、マル

トースを分解してグルコースにする。
４：×　�アミノペプチダーゼは小腸刷子縁に存在

し、ポリペプチドを分解してアミノ酸に
する。

１．脂肪

２．蛋白質

３．炭水化物

４．ビタミン

 （100回午前９）

1 膵リパーゼが分解するのはどれか。

１．炭水化物─リパーゼ

２．蛋白質─トリプシン

３．脂肪─マルターゼ

４．ビタミン─アミノペプチダーゼ

� （99回午後27）

2 栄養素と消化酵素の組合せで正し
いのはどれか。

酵素の応用
▶ 正常では細胞内の酵素は血液中に分泌されないが、組織が傷害を受けて壊れると、酵素が血液中に漏れ

出てくる。このような酵素を〔⓯　　　　　　　〕という。血液中の酵素活性の測定により、その酵素が

由来する〔⓰　　　　　〕の特定と傷害の程度が診断できる。

▶〔⓱　　　　　〕にはアミノ基転移酵素の〔⓲　　　　　　〕（アスパラギン酸アミノ基転移酵素）や ALT

（アラニンアミノ基転移酵素）などがあり、肝炎、肝硬変などで上昇する。

▶ 筋肉細胞には〔⓳　　　　　〕（クレアチンキナーゼ）や LD あるいは LDH（乳酸脱水素酵素）があるので、

〔⓴　　　　　　　〕や筋ジストロフィーなどの筋疾患では上昇する。

▶ 糖質分解酵素の〔�　　　　　　　　〕は唾液腺と〔�　　　　　〕から分泌されるので、流行性耳下

腺炎や膵炎のときに血中の活性が上昇し、さらに尿中にも排泄される。

❶異
い
化
か
　❷同化　❸通貨　❹体温　❺たんぱく質　❻至

し
適
てき
　❼ホメオスタシス　❽特異性　❾補

ほ
酵
こう
素
そ
　❿金属　⓫アミラー

ゼ　⓬リパーゼ　⓭アイソザイム　⓮ペプシノゲン　⓯逸
いつ
脱
だつ
酵素　⓰臓器　⓱肝臓　⓲AST　⓳CK　⓴心

しん
筋
きん
梗
こう
塞
そく
　㉑アミ

ラーゼ　㉒膵
すい
臓
ぞう
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糖質の種類と構造	
▶ 糖質は〔❶　　　　　〕、水素、酸素を有する有機化合物である。

▶ 糖質の基本は単糖で、生体で重要なのは炭素が６つ（六炭糖）の〔❷　　　　　　　　〕、フルクトース、

ガラクトース、炭素が５つ（五炭糖）の〔❸　　　　　　　〕、デオキシリボースである。

▶ 二糖は２個の単糖からなり、〔❹　　　　　　　　〕（グルコース＋グルコース）、スクロース（グルコー

ス＋フルクトース）、ラクトース（グルコース＋ガラクトース）がある。

▶ 多くの単糖が結合した多糖は貯蔵糖質である。生体で重要なのはグルコースが結合したもので、肝臓や

筋肉に〔❺　　　　　　　　　〕として貯蔵されている。

▶ ヒトは食物として摂取した二糖、多糖を〔❻　　　　　　　〕により単糖にまで分解して血液中に吸収す

る。血液中の主な単糖はグルコースで〔❼　　　　　〕という。

糖質の代謝
▶ 細胞内に取り込まれたグルコースは〔❽　　　　　〕系でピルビン酸になり、さらに嫌

けん
気
き

的
てき

状態では 

〔❾　　　　　〕になり、少量の ATP を生成する。

▶ 酸素の供給が十分なとき、〔❿　　　　　　　　〕はミトコンドリアに入ってアセチル CoA となり、 

〔⓫　　　　　　〕回路と電子伝達系を経て、二酸化炭素と水になり、それに伴い大量の ATP が生成さ

れる。

▶ 血液中の過剰なグルコースは、肝臓や筋肉にグリコーゲンとして貯蔵され、それでも血糖が高ければ、

余分なグルコースは〔⓬　　　　　〕に変えられる。

▶ 血糖が低くなると〔⓭　　　　　〕は貯蔵していたグリコーゲンを分解し、グルコースを血液中に放出す

る。

脂質の種類と構造
▶ 体内で豊富にある脂質は〔⓮　　　　　　　　　　〕といい、中性脂肪ともいう。グリセロールに〔⓯　

　　　〕個の脂肪酸が結合している。

▶ 脂肪酸には飽
ほう
和
わ
脂肪酸と不飽和脂肪酸があり、二重結合をもつ〔⓰　　　　　　〕脂肪酸にはリノール酸、

リノレン酸、アラキドン酸など食物から摂取しなければならない〔⓱　　　　　〕脂肪酸がある。

▶ リン酸を含むリン脂質は二層構造をとり〔⓲　　　　　　〕の主要構成成分である。

▶ ステロイド化合物は環状の炭素骨格が 4 個連結したステロイド骨格が基本構造である。最も重要なのが

〔⓳　　　　　　　　　　〕で、細胞膜の構成成分である。

脂質の代謝
▶ 中性指肪の分解により生じた脂肪酸はミトコンドリアに入りβ酸化により〔⓴　　　　　　　　　　〕に

分解された後、TCA（クエン酸）回路と電子伝達系を経て、多くの ATP を生成する。

糖質・脂質 学習日：　　　　月　　　　日
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▶ 体内のコレステロールは食事からの摂取量より体内での生成量のほうがはるかに多く、〔⓴〕を材料とし

て主に〔�　　　　　〕で生成される。コレステロールは〔�　　　　　　〕やステロイドホルモン、ビ

タミン D の材料となる。

▶ 飢
き

餓
が

や糖尿病のように組織でのグルコースの利用が低下すると脂肪酸の分解が増え、〔⓴〕から〔㉓　　

　　　　　〕が生成される。これはアセトン、アセト酢
さく

酸
さん

、βヒドロキシ酪
らく

酸
さん

の総称で、血液中に増える

と酸性に傾き、〔㉔　　　　　　　　　　　〕になる。

▶ 水に不溶な脂質はたんぱく質と結合し、リポたんぱく質として血液中を運搬される。食事由来の脂質は 

〔㉕　　　　　　　　　〕としてリンパ管に入り、胸管を経由して血管へ、肝臓で生成した脂質は〔㉖　

　　　　　　〕として直接血管へ運ばれ、そのほか、HDL（高比重リポたんぱく質）、LDL（低比重リポ

たんぱく質）などとなる。

解答：4
胸管とは、下半身と左上半身からのリンパを集め
るリンパ本幹である。腸管内でリパーゼによって
分解された脂質は、吸収された後、再合成されて
中性脂肪になり、さらにキロミクロンとなってリ
ンパ管、胸管、左鎖骨下静脈を経て血管に入る。

解答：4
食事由来の中性脂肪（トリグリセリド）は腸管内
でリパーゼにより分解・吸収された後、腸上皮細
胞で再合成され、アルブミンが結合してキロミク
ロン（カイロミクロン）となり、リンパ管、胸管、
静脈の順に運ばれていく。

１．糖質

２．蛋白質

３．電解質

４．中性脂肪

５．水溶性ビタミン

 （107回午前68）

1 小腸で消化吸収される栄養素のう
ち、胸管を通って輸送されるのは
どれか。

１．HDL

２．LDL

３．VLDL

４．カイロミクロン

 （100回午後28）

2 食事由来のトリグリセリドを運搬
するのはどれか。

❶炭素　❷グルコース　❸リボース　❹マルトース　❺グリコーゲン　❻消化酵
こう
素
そ
　❼血糖　❽解糖　❾乳酸　❿ピルビン

酸　⓫TCA（クエン酸）　⓬脂肪　⓭肝臓　⓮トリグリセリド　⓯３　⓰不
ふ
飽
ほう
和
わ
　⓱必須　⓲細胞膜　⓳コレステロール　

⓴アセチルCoA　㉑肝臓　㉒胆
たん
汁
じゅう
酸
さん
　㉓ケトン体　㉔ケトアシドーシス　㉕キロミクロン（カイロミクロン）　㉖VLDL（超

低比重リポたんぱく質）

A n s w e r
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たんぱく質の種類と構造
▶ たんぱく質は 20 種類以上の〔❶　　　　　　　〕が多数結合してできた高分子で、炭素、水素、酸素の

ほかに〔❷　　　　　〕を含む。イオウを含むものもある。

▶ すべてのアミノ酸は〔❸　　　　　　〕基と〔❹　　　　　　　　　〕基を有している。

▶ 体内で合成されないか、合成されても必要量に達しないため食物から摂取しなければならないアミノ酸

を、〔❺　　　　　　　　　〕という。

▶ たんぱく質には人体の構造をつくる組織にみられる構造たんぱく質として、骨や軟骨、腱
けん

にみられる 

〔❻　　　　　　　　〕や毛や爪を構成するケラチンがある。

▶ 代謝、すなわち体内のあらゆる化学反応を触媒する〔❼　　　　　〕、酸素を運搬する赤血球の主成分で

ある〔❽　　　　　　　　　〕、生体防御に関与する免疫グロブリン（抗体）、ホルモンなど、それぞれ

の機能を果たす機能たんぱく質もある。

たんぱく質・アミノ酸の代謝
▶ 血

けっ
漿
しょう

中には約７g/dL のたんぱく質が含まれており、抗体とたんぱく質でできたホルモン以外はほとんど

〔❾　　　　　〕で生成される。主なものに〔❿　　　　　　　　〕、グロブリン、フィブリノゲンがある。

▶ たんぱく質の合成に利用されないアミノ酸はエネルギー源などに利用される。そのときアミノ基は 

〔⓫　　　　　　　　〕として除去されるが、〔⓫〕は有毒なので肝臓で無毒の〔⓬　　　　　〕に変えら

れ尿中に排
はい

泄
せつ

される。

▶ 肝臓にある〔⓭　　　　　　　　　〕酵
こう

素
そ

はアミノ酸のアミノ基をアミノ酸以外のもの（ケトグルタル酸

など）に渡してほかのアミノ酸をつくる。

▶ アミノ酸は核酸の塩基、〔⓮　　　　　　　　〕やカテコールアミンといった生理活性アミン、〔⓯　　

　　　　〕ホルモンの材料としても重要である。

▶ 血糖低下が続きグリコーゲンが足りなくなると、たんぱく質と脂肪が分解され、肝臓はアミノ酸とグリ

セロールをグルコースに変えて血糖を維持する。このことを〔⓰　　　　　　〕という。

核酸の種類と構造
▶ 核酸とは核の中にある酸性の物質で、リン酸基、糖および窒

ちっ
素
そ

を含む塩基で構成される〔⓱　　　　　　

　　　〕が多数結合した高分子化合物で、DNAと RNAがある。

▶ RNA はヌクレオチドの 1 本鎖であるが、DNA は２本鎖のらせん構造をとる。塩基の〔⓲　　　　　　〕
はチミン、〔⓳　　　　　　　〕はシトシンと相補的に結合するため、それぞれ同じ割合で存在する。

▶ DNA の遺伝情報をたんぱく質合成の場であるリボソームへ伝令する役割をもつ RNA を〔⓴　　　　　

　　〕という。また、たんぱく質の材料であるアミノ酸をリボソームへ運搬する RNA を〔�　　　　　

　　〕、リボソームを形成する RNA を〔�　　　　　　　〕という。

たんぱく質・核酸 学習日：　　　　月　　　　日
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核酸の代謝
▶ 核酸の構成成分となるヌクレオチドの塩基部分は〔㉓　　　　　　　〕と二酸化炭素などを材料として体

内で合成できるので、食物から摂取する必要はない。

▶ 食物中の核酸や不要になった体内の核酸はヌクレアーゼによりヌクレオチドに分解され、さらに塩基、糖、

リン酸基に分解される。塩基が完全に分解される前に、それを再利用してヌクレオチドをつくる経路を

〔㉔　　　　　〕経路という。

▶ ピリミジン塩基は二酸化炭素とアンモニアに代謝されるが、〔㉕　　　　　　〕塩基は〔㉖　　　　　〕
になり大部分は尿中に排泄される。過剰の〔㉖〕が生成されると関節や腎臓に沈着し、〔�　　　　　〕
や腎障害を起こす。

解答：1
１：○　�たんぱく質は、たくさんのアミノ酸がペ

プチド結合した高分子である。
２：×　�唾液に含まれる消化酵素はアミラーゼで、

糖質分解酵素である。
３：×　�摂取したたんぱく質は、胃液に含まれる

ペプシン、膵液に含まれるトリプシンな
どの消化酵素により、アミノ酸にまで分
解されてから血液に吸収される。

４：×　�生体を構成する成分で最も多いのは水で、
約 60％を占める。

１．アミノ酸で構成される。

２．唾液により分解される。

３．�摂取するとそのままの形で体内に吸収

される。

４．�生体を構成する成分で最も多くの重量

を占める。

 （104回午後27）

1 蛋白質で正しいのはどれか。

❶アミノ酸　❷窒
ちっ
素
そ
　❸アミノ　❹カルボキシ（カルボキシル）　❺必須アミノ酸　❻コラーゲン　❼酵

こう
素
そ
　❽ヘモグロビン�

❾肝臓　❿アルブミン　⓫アンモニア　⓬尿素　⓭アミノ基転移　⓮ヒスタミン　⓯甲
こう
状
じょう
腺
せん
　⓰糖

とう
新
しん
生
せい
　⓱ヌクレオチド　

⓲アデニン　⓳グアニン　⓴mRNA　㉑ tRNA　㉒ rRNA　㉓アミノ酸　㉔再生 ( サルベージ )　㉕プリン　㉖尿
にょう
酸
さん
　㉗痛

つう

風
ふう

❸❹は順不同A n s w e r
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